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私は２０１６年４月に入職し、院内感染対策チームの一員として患者さん

や面会の方々、病院職員を医療関連感染から守るため日々活動を行って

います。

感染管理看護師とは、病院内の各部門における感染症発生を監視し、

感染対策活動を客観的に調査・把握し、各部門の連絡や調整などの役割

を担う看護師のことです。病院内における感染管理・感染防止活動は、患

者さんを守ることと、医療に関係する全ての人々を守ることであり、この

ゴールをめざして活動しています。

今後も「安全で安心できる医療環境を患者さまや地域に提供できること」

を目標に日々技術・知識の向上に努めていきたいと考えています。

ますます暑い季節になって参りました。これからの時期は、レジャーや

イベントなどで、外で調理、飲食する機会が増える季節です。

その一方で、気温や湿度が高く、食中毒の原因となる細菌が増殖しや

すい季節でもあります。十分気をつけて、裏面の食中毒予防のポイント

に注意し、楽しい季節を過ごしましょう。



友愛会病院 広報委員会

○友愛会病院のホームページも是非ご覧ください。http://www.sanwakai.jp/

近年の夏の暑さは本当に厳しく、体調を崩す方も多くなっています。

そこで、「夏に体調を崩さないための５つのポイント」をご紹介します。

①規則的な生活をする、②冷たいものの飲食はほどほどに、③適度

な運動をする、④ストレスをためない、⑤しっかり睡眠時間をとる。

日頃からの健康管理に十分に気を配り、暑さに負けない工夫をし、

今年の夏を元気に乗り切りましょう。

体調を崩しやすい夏の健康管理

食中毒予防の三原則は、食中毒菌を『付けない（清潔）・増やさない（迅速・冷却）・

やっつける（加熱）』です。食中毒は夏に発生するイメージがあるかもしれませんが、

１年を通じて発生します。生ものの取り扱いだけでなく、調理器具や手の汚染などさま

ざまなことが原因となり食中毒をおこす可能性があります。


